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1~11 は，平成 24 年度と 25 年度のすべての学



















A+ A B C D 
長い待問自分にあった 長い時限定り続けるこ負荷で走り続けること 長い時間歩き、もしくは
技能 ができ、ペースや持続
とができ、ペースや持 ;iEり続けることができ、 長い時間歩き、もしくは 長い待問歩き、もしくは






適切な方法を理解し、 警する方法を理解し、 健康・体力を評(還し改 健療・体力と運動の関










味関心を有し、ジョグ・ えることができ、ジョグ・ ジョグ・ウオー クを実践 健康・体力について考
めの技能および知識を ウオークを楽しむための ウオークを楽しむための する技能および知識を
えが不足しており、ジョ
積極的に身につけよう 技能および知識を身に 技能および知識を身に 身につけようとしている
グ・ウオークに取り総も
としている つけようとしている
つけようとしている うとしない
-89-
2012 2013 
l;gl 1 基礎体育「ジョグ&ウオーク」の成績分布
~ 2012年と 2013年の比較~
上につながることを一連の考察により確認で
きた。すなわち. fW{ili規準と基準をi羽碓化し，
ループリックとして提示すること，ルーブリッ
クをもとにした評価，電子ポートフォ 1)を利用
した学生と教員のインタラクテイブ、、な教育活動
と学習支援が体育授業に位置づけられることを
例示し，さらなる成績評価の検討が，言Hili方法
の信頼性と妥当性を高めるばかりでなく.教育
の質の向J::.につながることを示唆するものであ
ろう。今1mは基礎体育ジョグ&ウオークを例に
成績評価を検討したが，多くの授業に対して行
なうことで.共通体育の目標に準拠した到達!ヨ
2013春 2013秋
i玄12 基礎体育「ジョグ&ウオーク」の成績分布
~ 2013年春学期と秋学期の比較~
標，すなわちスタンダード そしてカリキュラ
ム全体へのフィードバックとなりえ発展的に体
育授業を計画，実行，見直しのサイクルに置く
ことができると考えられる。そして，成績評価
が授業への強いフィードパックとなり， シラパ
ス，授業計画，授業内容の振り返りとなり，成
績評価i規準および基準の見直しも含めて授業の
組織的な改善になると言えよう。
本稿は，平成 24年度 SPERT公募プロジェ
クト研究の一部を報告したものである。
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